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た基盤的環境は何だったか。これについて、中国渡来の白話小説や中国笑話集の和刻本、あるい 繁昌記 狂詩などの漢文戯作 流布が、直接ないし間接に関わってい ではないか、と仮説する。このことの検証の一段階として、稿者はこれまで漢文笑話の和刻本の流布状況を和刻本『笑府』 、 『訳準笑話』について明らか してきた。本稿もそれに連続する一つとして位置付け 。





















要な一書と言える。　『訳解笑林広記』は相当数が残存している。流布状況の一層正確な把握のためには、本文中の罫線や文字に見られるキレや欠刻 調査としては重要である。残念ながら、未だそれ 一部分にとどまる。そこで、本稿 、見返しと奥付による諸本 分類の報告を行う。手持ちの諸本と最小限の現物調査をしたうえ、問い合わせによる調査を行った。ただし では記述はできるだけ確実な範囲にとどめた。このため調査回答を直接盛り込むことは少ない結果となった。とはいえ、これらの回答によって、推測が一層可能と り、記述 確実性を増すことができた。本稿は未完成である。後日、この回答をも に、欠刻等の調査を加えて、より正確な書誌の報告を行いたい。





















































































概況は右の通りであるが、諸本を見る 異同 あるのは 〔冊数〕 、
そして 〔見返し〕 の紙色、 二行目、 三行目、 欄上、 及び 〔奥付〕 である。 （このほか、当初はなかったが後には巻末に数丁（枚）の書目を持つものがある。 ）　
従って、奥付及び後述（
11）の見返し以外は、版木はすべて同一で
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ある。　
本文の文字の欠刻、罫線のキレの調査は一部分を除き、未調査であ
る。したがって、諸本がどの順序で印刷され頒布されたかは今は決めかね かし、右の異同部分を整理すると、文政から明治期に至る約五十年の間に、少なくとも十二種類を得る。また、その順序性も内部徴証から推定できるところもかなりある。この十二種類は印刷回数とは違うが、何らかの事情が生じて版木に手を加えた回数ということであり、した って、少なくとも十二回は（ 文はすでに印刷されたものを使うことがあるにせよ） 、いわば「装いも新たに」発売されえよ
う（注７）
。近世後期において、一つの書籍が通例何回程度増し刷りをす


























































































































































































































































































































































































































































に置いてのことであろう。なお『訳解笑林広記』の中には巻末に「玉厳堂蔵梓目録」あるいは「玉厳堂製本書目」を付すものがある。そこには以下の 『訳解笑林広記』 （ 「全二冊」 とする） 広告がある。 （振り仮名はカッコ内に記す。 ） 「コレハ漢土 カラ）ノオトシハナシニシテ面（ヲモ）白キコトカギリナキ書ナリ俗語（ゾクゴ）バカリニテ読（ヨミ）ガタキニ今和解（ワゲ）註釈（チウシヤク ヲ加（クワ）ヘ誰（タレ） テモヨメ安（ヤス）クナセリ且（カツ）俗語小説（ゾクゴセウセツ ヲヨミ習（ナラ）ハントスルニハ漢土（カラ）ノ人情 ニンジヤウ ヲ知 シ）ラザレバ解（ゲ）スル ト能（アタ ハズ此書ニハイカナルコトモ悉 コト〴〵
）ク漏（モラ）サズアル故（ユヱ）ニヨク人情（ニンジヤウ）俗態（ゾ












































































   (5) 10 書肆
  (7)  11 書肆
   (6) 12 書肆




   (8) 12 書肆
    (10)  1 書肆 文久三
 (11)     1 書肆 明治十六
(12)     刊記？ ？ ？
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　　In the Edo period, famous modern Chinese novels and humorous stories were imported and 
printed in Japan.  They had an influence on shin-kango（新漢語）in some ways in the early Meiji 
period.
　　In order to provide support for this idea, this paper examines the extent to which the type of 
classical Chinese writing known as Yakukai syourinkouki（訳解笑林広記） were read.  These 
books were extracted and printed in Japan from Chinese Syourinkouki.（笑林広記）. 
　　The results of our bibliographical survey show that in the 50-year period from 1829 in the Edo 
period extending into the Meiji period these were issued at least 12 times.  However, there are some 
prints using the same block.
　　This survey is incomplete, but even the results up to here make it clear that these books were 
widely read.
